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平成２２年第３回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２２年９月６日）第１号
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１３番 委 員 西 村 盛 男

１４番 委 員 小比類巻 正 規

１８番 委 員 堤 喜一郎

２０番 委 員 森 三 郎

◎条例等審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

４番 委 員 長 加 澤 明

５番 副委員長 鈴 木 重 正

６番 委 員 藤 田 光 彦
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数に○議長（馬場騎一君）

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る８月２７日告示招集されま

した平成２２年三沢市議会第３回定例会を開

会します。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

ここで、去る８月１２日御逝去されました

故附田一議員の冥福を祈り、黙祷をささげた

いと思いますので、全員御起立願います。

黙祷。

（黙 祷）

黙祷を終わります。○議長（馬場騎一君）

御着席願います。

─────────────────

◎日程第２ 故附田一議員に対する

追悼の辞

日程第２ 故附田一○議長（馬場騎一君）

議員に対する追悼の辞を行います。

追悼の辞は、１１番春日洋子議員にお願い

します。

１１番春日洋子議員の登壇を願います。

追悼の辞。○１１番（春日洋子君）

議員各位の御同意をいただき、去る８月１

２日急逝されました故附田一議員の御霊に謹

んで追悼の言葉を申し上げます。

かねてから病気療養中であることは伺って

おりましたが、まさかの悲報に大きな衝撃を

受けたのは私のみならず、多くの皆様も同様

であることと思います。

「私は、体が丈夫なことだけが取り柄です

よ」と、豪快に語っておられた満面の笑顔を

思い浮かべ、必ず健康を回復し、お会いでき

るものと心待ちにしておりましたが、よもや

附田議員の生前をしのびお別れの言葉を申し

上げることになるとは、ただただ残念でなり

ません。

附田議員と私は、平成１６年、私が三沢市

議会議員に初当選して以来のおつき合いにな

ります。当時、附田議員は議会事務局長の要

職につかれており、新人議員の私に温かく、

きめ細かな配慮をしてくださったことは今も

忘れることはなく、感謝の思いでいっぱいで

す。さらに、平成１９年６月、あなたが三沢

市議会議員に初当選されてからは、控室をと

もにさせていただき、折々の会話の中で、経

験豊かなよき先輩として多くのことを学ばせ

ていただきました。

三沢市職員として３６年間、そして三沢市

議会議員として２期３年余り、三沢市発展の

ために活躍された附田議員を失うには余りに

も早過ぎます。

今、目の前にある９番の議席に、あなたが

再び着席するお姿を拝見することはかないま

せんが、私どもは一層の努力を惜しまず、あ

なたの御遺志に報いてまいります。

惜別の思いは尽きませんが、ここに、附田

一議員の御功績に対し敬意と感謝を申し上げ

ますとともに、あなたの御逝去に心から哀悼

の言葉をささげ、追悼の辞といたします。

平成２２年９月６日、三沢市議会議員春日

洋子。

─────────────────

◎日程第３ 議員提出議案第１号

日程第３ 議員提出○議長（馬場騎一君）

議案第１号故附田一議員に対する感謝決議

（案）の提出についてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

１６番舩見亮悦議員の登壇を願います。

議員提出議案第１○１６番（舩見亮悦君）

号について、提案理由を御説明いたします。

故附田一議員は、平成１９年初当選以来３

年有余にわたり市政に参画し、精力的な議会

活動をもって、市民福祉のため献身的に努力

されました。このように、市政の伸展に御尽

力いただいたことは衆目が認めるところであ

ります。

ここに、生前における功績を永遠にたたえ

るために、感謝決議を提案するものでありま

す。



― 6 ―

以上、議員各位の御賛同、よろしくお願い

申し上げます。

次に、お手元に配付○議長（馬場騎一君）

してあります決議（案）を局長に朗読させま

す。

決議第１号○議会事務局長（川代一男君）

故附田一議員に対する感謝決議（案）。

三沢市議会議員故附田一君は、平成１９年

初当選以来３年有余に亘り市議会議員として

市政に参画し、この間、長年勤めた地方公務

員としての経験を生かし、高邁なる政治信条

のもと市政の伸展、住民福祉の向上に尽力さ

れた功績は極めて大なるものがある。

また、卓越した識見をもって諸問題の調査

解明に努めた姿は敬服の極みであり、その真

摯にして精力的な議員活動は、地方議会議員

として高く評価に値するものである。

三沢市議会は、あなたの急逝に哀悼の意を

表するとともに、謹んで生前の功績に感謝の

誠をささげるものである。

以上、決議する。

平成２２年９月６日、青森県三沢市議会。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

この議案は、議員提出議案でありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により委

員会付託を省略し、本会議審議にしたいと思

います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、先例により質疑・討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

議員提出議案第１号故附田一議員に対する感

謝決議（案）の提出については、原案のとお

り決しました。

この際、申し上げます。

ただいま議決されました議員提出議案第１

号については、後日、御遺族に対しまして決

議書として手交いたしますので、御了承願い

ます。

─────────────────

◎日程第４ 会議録署名議員の指名

それでは、日程第４○議長（馬場騎一君）

会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、６番藤田光彦議員、１

６番舩見亮悦議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第５ 会期の決定

日程第５ 会期の決○議長（馬場騎一君）

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から９月１６日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、会期は、本日から９月１６日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第６ 諸報告

日程第６ 諸報告○議長（馬場騎一君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ７ 認定第 １号から

日程第２９ 議案第５９号まで

日程第７ 認定第１○議長（馬場騎一君）

号から日程第２９ 議案第５９号までの全議

案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第３０ 提案理由の説明

日程第３０ 提案理○議長（馬場騎一君）
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由の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

本日ここに、平成２２年三沢市議会第３回

定例会の開会に当たり、提案理由の説明を申

し上げる前に、議長のお許しをいただきまし

て、去る８月１２日御逝去されました故附田

一議員に対しまして、謹んで哀悼の誠をささ

げたいと思います。

このたびの突然の訃報に接し、驚きと悲し

みに言葉もなく、運命のはかなさを嘆くばか

りであります。

先生は、平成１９年三沢市議会議員に初当

選され、２期３年余りにわたり、その豊富な

行政経験と高邁な政治信条のもと、三沢市の

発展と地方自治の振興に多大なる御尽力をい

ただきました。

先生の議会活動は、地方分権の進展や少子

高齢化等、自治体を取り巻く環境が大きく変

化する中、その卓抜なる識見とすぐれた洞察

力は他に比肩するものがなく、市民生活の安

定と向上に大きく寄与するものでありまし

た。

これまでの豊富な御経験に培われた数々の

公私にわたる御功績は、申し上げれば限りも

なく、惜別の情は尽きませんが、ここに謹ん

で哀悼の意を表し、心から御冥福をお祈り申

し上げます。

それでは、本日上程されました議案の主な

るものについて、その概要を御説明申し上

げ、御審議の参考にしていただきたいと存じ

ます。

本定例会におきましては、平成２１年度三

沢市の一般会計及び特別会計並びに企業会計

の決算認定をはじめ、平成２２年度各会計補

正予算のほか、行政運営上必要な条例の制定

等について御審議を賜りたく、招集いたした

次第であります。

はじめに、認定第１号平成２１年度三沢市

一般会計歳入歳出決算認定について御説明申

し上げます。

平成２１年度三沢市一般会計予算の執行に

当たりましては、国・県を通じた厳しい財政

環境のもとで、各種施策の遂行に当たって

は、財政支出の増加を極力抑制し、行財政の

健全化に配慮しつつ、最少の経費で最大の行

政効果が上がるような予算執行計画を作成

し、節度ある財政運営に努めてきたところで

あります。

歳入については、自主財源の大宗をなす市

税の収納率向上により一層努めるとともに、

地方交付税や国・県支出金等の依存財源の確

保にも積極的に取り組み、また、歳出につい

ては、行財政改革を確実に推進するととも

に、市民生活に密接に関係する生活関連基盤

や施設等の整備、市経済の活性化及び市民福

祉の向上にも配慮し、選択と集中を念頭に、

経常経費の一層の節減と、政策的経費や投資

的経費についてもその必要性また緊急性、投

資的効果などを十分見きわめ、効率的かつ重

点的に予算を執行してきたところでありま

す。

この結果、歳入決算額２０１億１,３５５

万７,９８９円に対し、歳出決算額１９５億

２,２２６万７,７７０円となり、差し引き５

億９,１２９万２１９円の黒字決算となった

ところであります。

なお、翌年度への事業繰り越しがあるた

め、これに充当すべき財源５,８８９万５,１

２０円を差し引いた実質収支額は５億３,２

３９万５,０９９円となり、このうち基金へ

２億６,７００万円を繰り入れし、残りは翌

年度に繰り越しております。

次に、認定第２号から認定第１２号までの

１１議案は、平成２１年度の各特別会計及び

各企業会計等の決算認定でありますが、御審

議の際に詳細に御説明申し上げたいと存じま

すので、御了承願いたいと思います。

次に、議案第４９号平成２２年度三沢市一

般会計補正予算（第３号）の概要について御

説明申し上げます。

今回の補正予算は、国庫補助金等の決定通

知等に基づく人参洗浄選別施設設置助成事業
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及び市道４６号線整備事業等の予算措置並び

に緊要な一般行政経費の補正であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに３

億１,３９０万円の増額補正で、既定額との

累計では１８７億１,２５０万円となり、前

年度最終予算額との比較では６億８,０１７

万２,０００円でありまして、率にしますと

３.５％の減となります。

以下、歳出の主なるものについて御説明申

し上げます。

まず、総務費では、学校情報携帯メール連

絡システムを追加するための経費として、防

災メール配信システム機能追加業務委託料３

５７万円を、民生費では、延長保育促進事業

費補助金として１,２４６万５,０００円を、

農林水産業費では、おいらせ農協への補助金

等として、人参洗浄選別施設設置助成事業９

９１万３,０００円を、商工費では、航空機

産業誘致のための調査業務委託に要する経費

として、航空産業誘致調査業務委託料９００

万円を、土木費では、市道４６号線整備事業

に３,２２４万８,０００円、市営住宅長寿命

化計画策定業務委託料８０２万２,０００円

を予算措置いたしております。また、教育費

では、幼稚園就園奨励費補助金として１,１

０１万１,０００円、（仮称）国際交流ス

ポーツセンターの基本計画策定業務委託料等

に要する経費として、(仮称)国際交流スポー

ツセンター整備事業４３６万２,０００円を

それぞれ予算措置いたしました。

次に、歳入の主なるものについて御説明申

し上げます。

地方交付税５,０００万円、国庫支出金４,

７９１万円、県支出金４,７９７万７,０００

円、財産収入１７万７,０００円、寄附金１

２万円、繰越金１億５,６５６万１,０００

円、諸収入１,１１５万５,０００円をそれぞ

れ計上いたしました。

以上が、平成２１年度三沢市一般会計補正

予算（第３号）の概要であります。

次に、議案第５０号から議案第５２号まで

の３議案は、各特別会計の補正予算でありま

すが、御審議の際に詳細に御説明申し上げた

いと存じますので、御了承願いたいと思いま

す。

次に、議案第５３号及び議案第５４号の２

議案は、条例の一部改正であります。

次に、議案第５５号は、町の区域の画定に

ついてであります。

次に、議案第５６号は、字の区域の変更に

ついてであります。

次に、議案第５７号は、町の区域の画定に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定であ

ります。

次に、議案第５８号は、字の区域の変更に

伴う条例の一部改正であります。

最後に、議案第５９号は、第一中学校耐震

補強改修工事請負契約の締結についてであり

ます。

以上をもちまして、提案いたしました議案

の主なるものについてその概要を御説明申し

上げましたが、議事の進行に伴い、御質問等

に応じ、本職並びに関係部長等から詳細に御

説明申し上げたいと存じます。

何とぞ慎重御審議の上、原案どおり御議

決、御認定を賜りますようお願い申し上げま

す。

以上であります。

─────────────────

◎日程第３１ 議案の説明

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第３項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は省略します。

─────────────────

◎日程第３２ 総括質疑

日程第３２ 一括上○議長（馬場騎一君）

程しました全議案に対して総括質疑を行いま

すが、この後、特別委員会も予定しておりま
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すので、質疑は大綱的なものに絞って願いま

す。

なお、通告がありますので、発言を許しま

す。

１７番山本弥一議員。

ただいま議長のお○１７番（山本弥一君）

許しをいただきましたので、認定第１号平成

２１年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定に

ついて総括質疑をさせていただきます。

平成２１年の一般会計決算規模は、歳入２

０１億１,３５５万８,０００円に対し歳出は

１９５億２,２２６万８,０００円で、形式収

支額が５億９,１２９万円の黒字決算で、平

成２０年度決算に比べ９,６０４万円の増と

相なっております。

決算は財務管理における財務活動の一つで

あり、適正に執行され、所期の効果が上げら

れているかどうかを最終的に評価することを

目的としています。そのために、自治体財務

管理の理念は、効率性の発揮に加え、公正の

確保が重要であります。

健全な財政運営を見るために、収支は均衡

しているか、そのための指標として、形式収

支と実質収支、そして単年度収支等がありま

す。一方、財政構造の弾力性が確保されてい

るか、すなわち新しい財政需要に対応できる

構造となっているか、そのための指標とし

て、公債費比率と経常収支比率等がありま

す。また、長期的に財務の安定性の確保がな

されているかどうか、そのための指標とし

て、地方債現在高と積立金現在高等がありま

す。これにより財政運営の適否が判断され、

行財政のあり方の反省材料として、次年度の

行政及び財政のあり方や財政活動にフィード

バックされる機能を有すべきであります。

しかしながら、執行部局の財務活動の成果

が会計期間によって最終的に明確にされると

いうシステムであり、決算が他の財務活動に

フィードバックされるという点が、ややもす

れば忘却されるおそれがあります。

そこで、平成２１年度一般会計歳入歳出決

算を踏まえ、平成２２年度当初予算に対し大

幅な税収の増加を見込めない状況の中で、い

かに効率的及び能率的に本市の自治体本来の

目的に生かされたのか、まずはじめに答弁を

求めるものであります。

次に、平成２１年度の一般会計決算におい

て、歳入から歳出を引いた形式収支額は５億

９,１２９万２１９円で、前年度に比較して

９,６０３万９９６円増加となり、近年にな

い黒字額になっていますが、地方公共団体の

財政は毎年度の財政活動を通じて継続してい

るところであります。地域住民から徴収され

た租税を中心とする収入をいかに確保し、そ

れを住民の福祉増進にいかに適切かつ効果的

に支出するかが中心であります。したがっ

て、単年度限りの収入ずれや財政構造で決定

するものではありません。

平成２１年度一般会計決算は、歳入から歳

出を差し引いた形式収支額が５億９,１２９

万２１９円で、前年度に比較し９,６０３万

９,９４６円の大きな黒字決算額となってい

て、平成２１年度当初予算と決算との間には

連動性が機能していないように思われるが、

予算と決算の断層が生じていないのか、答弁

を求めるものであります。

以上で、認定第１号平成２１年度一般会計

歳入歳出決算認定についての総括質疑を終わ

ります。

ただいまの総括質疑○議長（馬場騎一君）

に対する執行部の答弁を求めます。

市長。

ただいまの山本議員○市長（種市一正君）

さんの平成２１年度一般会計歳入歳出決算に

対する総括質疑に対し、お答えいたします。

先ほども内容について触れたわけでありま

すが、平成２１年度決算が黒字になったその

要因についてのお尋ねであります。

平成２１年度三沢市一般会計歳入歳出決算

におきましては、歳入総額は、申し上げまし

たように２０１億１,３５５万７,９８９円、

歳出総額は１９５億２,２２６万７,７７０円

でありまして、歳入から歳出を差し引いた形

式収支額は５億９,１２９万２１９円となり
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まして、実質収支額は５億３,２３９万５,０

９９円の黒字決算となったところでありま

す。

その主な要因につきましては、歳入におき

まして、国の地方交付税算定の見直しにより

まして新たに地域雇用創出推進費約１億１,

０００万円が増になったことなど、交付税全

体で約５億１,１００万円の増となった一

方、歳出におきましては、経費の節減合理化

を図りながら、まさに最小の経費で最大の効

果が上がるような予算執行計画を作成しまし

て、財政運営の健全化に努めた成果であると

考えております。

なお、地方交付税の当初予算計上額は、そ

の算出に当たり、予算編成時点では算出方法

の改正あるいは算出の基礎となる数値が確定

していないため、正確な見通しを立てること

が困難でありまして、国の交付税総額の伸び

率あるいは算出方法を基礎として試算したも

のであります。

また、当初予算と決算の差につきまして

は、国の地域活性化あるいは経済危機対策臨

時交付金及び緊急雇用創出対策事業補助金、

関連事業並びに地域活性化、きめ細かな臨時

交付金事業等にかかわる財政需要の増加に伴

う数回の補正によりまして、また前年度から

の繰越事業費を加えた結果、増となったもの

であります。

次に、平成２１年度の決算を踏まえ、どの

ように次年度あるいは当初予算に生かされて

いるかについてお答えいたします。

決算につきましては、その評価・分析によ

り、財政の状況あるいは予算執行上の問題点

を把握しながら、次年度の改善に生かしてい

くための貴重な材料を提供する大切な資料で

あると考えております。平成２２年度の予算

につきましても、国の地方財政制度の動向を

注視しながら、健全な財政運営を基本に置

き、これまで取り組んできた、いわゆる行財

政改革の継続や財政運営計画に基づく事業の

選択と集中を図ったところであります。

また、目的及び成果志向による新しい行政

経営に基づき、平成２１年度に実施いたしま

した事務事業評価の結果をもとに、直ちに実

施できるものとしてＣＡＴＶ放送番組にかか

わる経費の見直しのほか１２項目、約１,５

４７万円の削減を平成２２年度予算に反映さ

せたところでもあります。

なお、行政評価につきましては、減額を図

るものばかりでなく、増額するものや、増額

でも実施内容を変えて充実を図りながら、将

来世代への持続可能な財政構造を確立するた

めの予算編成に生かしたところでもありま

す。

今後におきましても、三沢市総合振興計画

の基本理念であります「人とまち みんなで

創る 国際文化都市」の実現に向けまして、

まちづくりの基本方針に基づく施策を加速す

るとともに、市政発展上重要な施策及び事業

を推進していく上で、決算状況等を十分に勘

案しながら進めてまいりたいと考えておりま

す。

以上であります。

１７番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問○１７番（山本弥一君）

させていただきます。

ただいま市長から成果等の答弁をいただき

ましたけれども、平成２１年度一般会計決算

は、総体的に歳入から歳出を差し引いた形式

収支額は５億９,１２９万２１９円で、前年

度に比較して９,６０３万９,９４６円増加し

ていて、効率的な財政運営がなされたと評価

はできる。しかし、財政構造の弾力性を示す

収支比率が好転しているものの、実質公債費

比率が１８.４％で許可基準の１８％を超え

ている状況にあり、さらなる縮減に対し経常

的経費の節減、並びに政策的経費や投資的経

費等、その必要性及び緊要性をはじめ投資効

果等を十二分に考え、健全な財政運営に努力

していくことが重要であります。

そこで、実質公債費比率の縮減と一般会計

歳入歳出決算を踏まえ、この比率が許可基準

である１８％を超えないと理解していいのか

どうか、再度答弁をいただきたいと思いま
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す。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

歳入と歳出差し引き○市長（種市一正君）

５億円、余りにも多いのではないかという御

指摘を含めて、財政の問題はどうなっている

のだという質問であろうと思います。

実質公債費比率については１８.４％、こ

れはかなり改善された数字であると私は思っ

ております。以前は二十何％とか、昨年は１

９.何％、細かい数字は後で答弁させます

が、そういう状況になっておりまして、これ

は信用していいのかどうかわかりませんが、

民間の機関が全国の自治体の予算執行、効率

化はどうなっているのかという調査をしまし

て、８月でしたか、新聞紙上に出ました。別

にそれをどうのこうの言うわけではありませ

んが、青森県では三沢市が１番のランクに

載っていたということで、内容がどういうも

のかというのはいまいち理解しておりません

が、いずれにしても、そういう結果も出てお

ります。

それから、基金の問題についても、当初、

２大プロジェクトを控えて、その返済時期が

２４年、２５年あるいは２６年、２７年とい

うことで、非常に基金が減少、不足しており

まして、もしかして一般交付金が６％、４％

というようなことでずっと減っていくとすれ

ば、まさに２４年、２５年のうちにマイナス

になるのではないかと非常に懸念しました。

しかし、そういうこともあって、御指摘の

ように、財政もしっかりとやっていかなけれ

ばなりませんので、どちらかというとシビア

に対応してきたという経過もあるとは思いま

すが、恐らく２２年度の決算においては４０

億円ぐらいになるのかと、これは未定であり

ますが、そういうふうに改善させていただい

ております。

公債費比率については、極力金利の高いも

のを低いものにかえるとか、あるいは繰り上

げ償還をするとか、そういうことで、きめ細

かい対応をして、そういう方向が見出せたも

のだと思っております。

以上であります。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

再質問にお○政策財政部長（澤口正義君）

答え申し上げます。

基本的には、ただいま市長から御答弁あっ

たとおりでございますが、御指摘、御意見ご

ざいましたように、常に変動する社会に柔軟

に対応すべく、新しい事業に対応できるよう

な体制、あるいは、長期の財政の見通しとい

うものを当然持たなければならないわけでご

ざいます。

よく私どもが使う表現で、持続可能な財政

構造を確立するということをたびたび申し上

げるわけでございますが、これは端的に申し

上げますと、基金取り崩しに頼らない財政運

営をすることに集約されるかと思います。そ

ういう意味で、２１年度におきましてもその

ことを基本に踏まえながらやってまいりまし

た結果、先ほど来議員さんからも何度か申さ

れておりますように、５億円余りの黒字決算

となったものでございます。

それから、そういうことも踏まえまして、

２００７年だったでしょうか、国におきまし

て、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律、通称健全化法というふうに呼ばれており

ますが、これに基づきます四つの指標が示さ

れているわけでございます。

先ほど、市長からは実質公債費比率につい

てお話があったわけでございますが、その他

の実質赤字比率もございません。それから、

連結実質赤字比率、これは各特別会計等を含

めたことを意味するものでございますが、こ

れについても赤字はございません。そして、

今御指摘ございました実質公債費比率につき

ましては、国におきまして１８％以下にして

くださいという一つの基準があるわけでござ

いますが、市長からもございましたように、

２１年度において１８.４％ということに

なっております。

この実質公債費比率を是正するために、私

どもは非常にシビアな財政見通しを持ちなが
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ら、そして、行財政改革もかなり厳しい方向

でやってまいりました。その結果、今、私の

手元にございます資料で申し上げますと、平

成１８年度は２０.３％、１９年度におきま

しては１９.９％、平成２０年度におきまし

ては１９.６％、そして２１年度は、たびた

び申し上げてございますように１８.４％、

確実に是正・改善をしてきたものでございま

す。

また、最後に、将来負担比率につきまして

も定義がいろいろございますけれども、国の

指導基準によりますと、３５０％を超えると

絶対危ないですよ、まずいですよというもの

があるわけでございますが、当市におきまし

ては、平成２１年度で１８１.５％というこ

とで、周辺の市町村に比べても三沢市は比較

的良好な財政運営がなされているのではない

のかと、そういう認識に立ってございます。

いずれにしましても、先ほど議員さんから

お話がございました新しい事業に対応できる

ような財政構造、また、長期の財政の安定化

に十分意を用いながら、今後も財政運営に当

たってまいりたいと考えております。

以上でございます。

以上で、総括質疑を○議長（馬場騎一君）

終結します。

─────────────────

◎日程第３３ 特別委員会の設置及

び議案の付託

日程第３３ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、１７名をもって構成する決算

審査特別委員会、９名をもって構成する予算

審査特別委員会、８名をもって構成する条例

等審査特別委員会をそれぞれ設置し、これに

付託の上、慎重に行いたいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、決算審査特別委員会、定数１７

名、予算審査特別委員会、定数９名、条例等

審査特別委員会、定数８名の３特別委員会を

設置し、これに付託することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

決算審査特別委員会には認定第１号から認

定第１２号までの１２件を、予算審査特別委

員会には議案第４９号から議案第５２号まで

の４件を、条例等審査特別委員会には議案第

５３号から議案第５９号までの７件をそれぞ

れ付託します。

─────────────────

◎日程第３４ 特別委員会委員の選

任

日程第３４ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで御報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、はじめに決算審査特別委員会

を大会議室において開催し、引き続き予算審

査特別委員会を大会議室、条例等審査特別委

員会を第２会議室においてそれぞれ願いま

す。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明７日及び８日は、議案熟考のため

本会議は休会となります。

次回本会議は９日で、市政に対する一般質

問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時５４分 散会


